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高知市障害者計画等推進協議会 委員名簿 

委嘱期間：平成 31 年４月１日～令和４年３月 31 日 

所属 氏名 

１ 高知市手をつなぐ育成会 副会長 竹岡 京子 
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４ 高知市精神障害者家族会連合会 会長 松尾 美絵 

５ 高知県公立大学法人高知県立大学社会福祉学部 講師 河内 康文 

６ 
ＮＰＯ法人 ワークスみらい高知発達障害者就労支援センターこうち MIRAIZ 

施設長 
石元 美佐 

７ （社福）てくとこ会 自立訓練施設 施設長 小川 泰子 

８ NPO 法人 ブルースター 就労サポートセンターかみまち 所長 澁谷 文香 

９ (社福）高知市社会福祉協議会 事務局長 中西 弘行 

10 （社福）高知小鳩会 あじさい園障害者相談支援事業所 相談支援課長 中森 勇人 

11 （社福）ファミーユ高知 高知ハビリテーリングセンター センター長 西岡 由江 

12 （社福）昭和会 法人本部長 山本 博之 

13 公募委員 小嶋 友乃 

14 公募委員 松岡 健一 

15 高知大学教育学部附属特別支援学校 教諭 宇川 浩之 

16 (社福)太陽福祉会 高知障害者就業・生活支援センターシャイン 所長 松本 郁夫 

17 高知市民生委員児童委員協議会連合会 大津地区会長 田所 稔 

18 高知県地域福祉部障害保健支援課 課長 山岡 正文 
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●高知市障害者計画等推進協議会条例

（平成27年４月１日条例第51号） 

平成29年10月１日改正 

 （設置） 

第１条 高知市障害者計画（以下「障害者計画」という。），高知市障害福祉計画（以下

「障害福祉計画」という。）及び高知市障害児福祉計画（以下「障害児福祉計画」とい

う。）の策定及び推進等に当たり，広範な市民の意見を反映するため，高知市障害者計

画等推進協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

（所掌事項） 

第２条 協議会は，次に掲げる事項について協議する。 

⑴ 障害者計画，障害福祉計画及び障害児福祉計画の策定に関すること。

⑵ 障害者計画，障害福祉計画及び障害児福祉計画に基づく諸施策の進捗状況に関する

こと。 

⑶ 障害者計画，障害福祉計画及び障害児福祉計画の推進の方策に関すること。

⑷ 障害者計画，障害福祉計画及び障害児福祉計画の見直しに関すること。

⑸ 障害者計画，障害福祉計画及び障害児福祉計画の調和に関すること。

⑹ その他障害者計画，障害福祉計画及び障害児福祉計画の推進に関すること。

 （組織） 

第３条 協議会は，次に掲げる者のうちから市長が委嘱する委員20人以内で組織する。 

⑴ 障害のある者の代表者

⑵ 学識経験者

⑶ 保健，医療及び福祉関係団体の代表者

⑷ 市民

⑸ 教育，就労及び雇用関係団体の代表者

⑹ 高知市自立支援協議会の代表者

⑺ その他市長が特に必要と認める者

２ 前項第４号の委員は，公募によるものとし，その選考に当たっては，高知市障害者計

画等推進協議会公募委員選考委員会（以下「選考委員会」という。）において審査する。 

３ 委員の公募の実施並びに選考委員会の組織及び運営について必要な事項は，市長が別

に定める。 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は，３年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残任期間と

する。 

２ 委員は，再任されることができる。 

 （会長及び副会長） 

第５条 協議会に会長及び副会長１人を置き，委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は，会務を総理し，協議会を代表する。 

３ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき，又は会長が欠けたときは，その職

務を行う。 
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（会議） 

第６条 協議会の会議は，会長が必要に応じて招集し，会長が議長となる。 

（資料提供その他の協力等） 

第７条 協議会は，その所掌事務を遂行するため必要があると認めるときは，関係部局そ

の他の者に対し，資料の提出，意見の表明，説明その他必要な協力を求めることができ

る。 

（守秘義務） 

第８条 委員は，その職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同

様とする。 

（専門部会） 

第９条 協議会の所掌事項について専門的に協議する必要があるときは，協議会に専門部

会を置くことができる。 

２ 専門部会の組織及び運営について必要な事項は，市長が別に定める。 

（庶務） 

第10条 協議会の庶務は，健康福祉部において処理する。 

（その他） 

第11条 この条例に定めるもののほか，協議会の運営について必要な事項は，会長が協議

会に諮って定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）の前日において置かれていた高知市

障害者計画等推進協議会（高知市障害者計画等推進協議会設置要綱（平成14年５月９日

制定）の規定に基づき組織されたものをいう。以下「旧協議会」という。）は，協議会

となり，同一性をもって存続するものとする。 

３ この条例の施行の際現に旧協議会の委員として市長から委嘱されている者及び旧協議

会の会長又は副会長に選任されている者は，施行日において協議会の委員に委嘱され，

又は会長若しくは副会長に選任されたものとみなす。ただし，その任期は，第４条第１

項の規定にかかわらず，旧協議会の委員並びに会長及び副会長としての残任期間に相当

する期間とする。 

（施行期日） 

１ この条例は，公布の日から施行する。 
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計画推進のための重点施策 

  

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
互
い
に 

支
え
合
い
，
い
き
い
き
と
輝
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

1 新たな相談支援体制の構築【体系２－１】 

＜基本理念＞ 

２ 生活支援サービスの充実【体系２－２】 

３ 適性に応じた就労と職場定着への支援【体系３－１】 

４ 保育・教育における集団生活のなかでの一人ひとり

の発達に応じた支援の充実【体系４－２】 

生活支援の充実 

～住み慣れた地域で人とのつながりを大切にして暮らせるために～ 

多様な雇用と就労の促進 

～自己の能力を最大限に発揮し, 自立した生活をめざすために～ 

療育･保育・教育における支援体制の充実 

～生涯を通して切れ目ない支援を受け，健やかに成長・発達するために～ 

＜施策区分＞ 
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１ 障害者計画・障害福祉計画・ 

障害児福祉計画（平成30～32年度） 

の成果と課題 
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・【
重
点
①
】地
域
の
相
談
支
援
体
制
の
強
化

（
人
材
育
成
・困
難
ケ
ー
ス
支
援
）

・【
重
点
②
】地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・【
重
点
③
】自
立
支
援
協
議
会
・各
検
討
会
の
事
務
局

・権
利
擁
護
/虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

・地
域
移
行
・地
域
定
着

・そ
の
他

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

北
部

地
域
の
相
談
窓
口

庁
内
関
係
課

【高
知
市
の
相
談
支
援
体
制
】

①
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

:
平
成
31
年
4月
開
設
（
障
が
い
福
祉
課
内
）

②
障
害
者
相
談
支
援
事
業

:
東
西
南
北
４
地
域
４
法
人
に
委
託
（
障
害

者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

③
指
定
相
談
支
援
事
業
所

:
令
和
２
年
5月
現
在
36
事
業
所

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

北
部
地
域

指
定
相
談
支
援
事
業
所

（
特
定
・障
害
児
・一
般
）

利
用
計
画
作
成
業
務

南
部
地
域

西
部
地
域

東
部
地
域

指
定
相
談
支
援
事
業
所

（
特
定
・障
害
児
・一
般
）

利
用
計
画
作
成
業
務

指
定
相
談
支
援
事
業
所

（
特
定
・障
害
児
・一
般
）

利
用
計
画
作
成
業
務

指
定
相
談
支
援
事
業
所

（
特
定
・障
害
児
・一
般
）

利
用
計
画
作
成
業
務

指
定
相
談
支
援
事
業
所

（
特
定
・障
害
児
・一
般
）

利
用
計
画
作
成
業
務

指
定
相
談
支
援
事
業
所

（
特
定
・障
害
児
・一
般
）

利
用
計
画
作
成
業
務

指
定
相
談
支
援
事
業
所

（
特
定
・障
害
児
・一
般
）

利
用
計
画
作
成
業
務

指
定
相
談
支
援
事
業
所

（
特
定
・障
害
児
・一
般
）

利
用
計
画
作
成
業
務

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

南
部

地
域
の
相
談
窓
口

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

東
部

地
域
の
相
談
窓
口

高
知
市
自
立
支
援
協
議
会

障
が
い
福
祉
課

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

西
部

地
域
の
相
談
窓
口

【重
点
施
策
１
】
新
た
な
相
談
支
援
体
制
の
構
築
（
体
系
2
-1
）

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

（
自
立
支
援
協
議
会
で
協
議
）

新

新

・解
決
が
困
難
な
事
例
へ
の
対
応
に
難
渋

・相
談
支
援
専
門
員
の
多
くが
少
数
職
場

→
ス
キ
ル
や
経
験
が
蓄
積
し
づ
ら
い

・未
経
験
分
野
や
専
門
知
識
を
有
す
る
事
例
へ
の
苦
手
意
識

・地
域
の
社
会
資
源
等
へ
の
関
与
が
不
十
分
等

従
来
の
相
談
支
援
体
制
の
課
題

平
成
31
年
度
に

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
方
針
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
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
人
員
体
制
（
令
和
２
年
度
）

障
が
い
福
祉
課

地
域
生
活
支
援
室

管
理
担
当

医
療
福
祉
担
当

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
担
当

基
幹
相
談
支
援
担
当

職
種

職
員
数

室
⾧
（
室
統
括
）

１

保
健
師

２

社
会
福
祉
士

１

精
神
保
健
福
祉
士

１

理
学
療
法
士

１

視
覚
障
害
者
生
活
訓
練

1.
5（
１
名
兼
務
）

そ
の
他

３

※
上
記
の
う
ち
相
談
支
援
専
門
員
研
修
修
了
者
２
名


基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
実
績
（
令
和
元
年
度
）

・地
域
の
相
談
支
援
体
制
の
強
化
（
人
材
育
成
・困
難
ケ
ー
ス
支
援
）

ケ
ー
ス
同
行
49
件
/担
当
者
会
議
11
7件
/相
談
支
援
検
討
会
5回
/相
談
支
援
勉
強
会
2回

・地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

連
携
会
議
57
件
/障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
との
連
絡
会
9回

・自
立
支
援
協
議
会
・各
検
討
会
の
事
務
局

自
立
支
援
協
議
会
2回
/就
労
検
討
会
11
回

（
再
掲
）
相
談
支
援
検
討
会
5回
/相
談
支
援
勉
強
会
2回
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【重
点
施
策
１
】
新
た
な
相
談
支
援
体
制
の
構
築
（
体
系
2
-1
）

総
括

次
期
計
画
に
向
け
た
課
題

・基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
を
は
じ
め
とす
る
計
画
で
掲
げ
た
取
組
は
達
成

・相
談
支
援
専
門
員
の
質
の
向
上

・地
域
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
構
築

‐8‐



【重
点
施
策
２
】
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
（
体
系
2
-2
）

地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備
（
厚
労
省
資
料
）

•
5つ
の
機
能
別
に
本
市
の
現
状
及
び

課
題
に
つ
い
て
自
立
支
援
協
議
会
で

検
討

•
「緊
急
時
の
受
け
入
れ
・対
応
」の
た
め

の
短
期
入
所
整
備
を
重
点
に
掲
げ
、

面
的
整
備
を
方
針
とす
る

•
さ
ら
な
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
向
け
、
自
立
支
援
協
議
会
で
の
協

議
継
続
→
第
5期
障
害
福
祉
計
画

期
間
中
に
拠
点
整
備
を
目
指
す

高
知
市
の
経
緯
と今
後
の
方
向
性

高
知
市
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤

短
期
入
所
・・
・

8事
業
所

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
･･
･

定
員
47
7名

生
活
介
護
（
入
所
施
設
・共
生
型
除
く）
･･
･定
員
31
2名

障
害
者
支
援
施
設
･･
･

4施
設
・定
員
19
2名

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
・・
・

直
営
1か
所

指
定
相
談
支
援
事
業
所
･･
･

37
事
業
所

第
5期
障
害
福
祉
計
画
期
間
中
に

地
域
生
活
支
援
拠
点
を
1か
所
以
上
整
備

市
町
村
は
･･
･

医
療
的
ケ
ア
・強
度
行
動
障
害
の
方
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
に
課
題
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H
27
.1
2末

事
業
所
数

定
員
数

23
42
4

１

２

３

４
５

６

７
８

９

西
部

G
H
定
員
16
7

東
部

G
H
定
員
63

南
部

G
H
定
員
14
6

北
部

G
H
定
員
10
1

10
11

（
1）
共
同
生
活
援
助
（
G
H
）

（
2）
短
期
入
所

指
定
状
況
（
共
同
生
活
援
助
・短
期
入
所
）
平
成
31
年
度
第
2回
自
立
支
援
協
議
会
資
料

名
称

定
員

併
設

空
床

対
象

身
知

精
児

1
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
グ
ラ
ン
ボ
ヌ
ー
ル

10
○

○
2
短
期
入
所
事
業
所
に
じ
い
ろ
ホ
ー
ム
介
良

1
○

○
○

○
3
ア
ド
レ
ス
・高
知

3
○

○
4
高
知
県
立
療
育
福
祉
セ
ン
タ
ー

8
○

○
○

5
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
高
知
病
院

－
○

○
○

6
福
祉
牧
場
お
お
な
ろ
園

2
○

○
7
て
く・
とこ
・せ
と

2
○

○
○

○
8
高
知
ハ
ビ
リテ
ー
リン
グ
セ
ン
タ
ー

2
○

○
○

○
○

9
あ
じ
さ
い
園
短
期
入
所
事
業
所

－
○

○
10

短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
あ
ざ
み
の
里

－
○

○
11

短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
絆
の
広
場

20
○

○
○

○
○

R
1.
11
.2
7現
在

事
業
所
数

定
員
数

25
47
7

※
５
・９
・1
0の
施
設
に
つ
い
て
は
，
空
床
利
用
の
た
め
定
員
は
な
い
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【重
点
施
策
２
】
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
（
体
系
2
-2
）

総
括

次
期
計
画
に
向
け
た
課
題

・障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
・給
付
額
は
増
加
。

・放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
、
共
同
生
活
援
助
に
つ
い
て
は
指
定
事
業
所

数
の
増
加
が
み
ら
れ
、
基
盤
整
備
が
進
捗
。

・一
方
、
短
期
入
所
や
重
度
の
障
害
者
を
対
象
とし
た
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
は
困
難
で
あ
っ
た
。

・多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
体
制
の
整
備
及
び
資
質
向
上
、
ネ
ット
ワ
ー
ク
構
築
。

・医
療
的
ケ
ア
や
強
度
行
動
障
害
を
有
す
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
。
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【重
点
施
策
３
】
適
性
に
応
じ
た
就
労
と
職
場
定
着
へ
の
支
援
（
体
系
3
-1
）


市
内
就
労
支
援
事
業
所
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
報
告
会
の
開
催

【ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
会
】

就
労
支
援
事
業
所
・特
別
支
援
学
校
・中
小
企
業
家
同
友
会
に
対
し
、
就
労
検
討
会
とし
て

令
和
元
年
11
月
に
報
告
会
を
開
催

本
人
の
生
活
面

賃
金
・工
賃
向
上

人
材
育
成

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て

見
え
て
き
た
課
題

8

6

555

0
2

4
6

8
10

必
要
経
費
の
安
定
化
及
び
削
減

作
業
部
門
ご
と
の
売
上
・利
益
の
分
析
、
目
標
設
定
を
…

作
業
環
境
の
改
善
に
取
り組
ん
だ

新
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・商
品
改
良
に
取
り組
ん
だ

一
般
企
業
や
企
業
団
体
との
連
携
・業
務
提
携
を
行
った

賃
金
向
上
へ
の
取
組
（
Ａ
型
）
n
=
8

2
7

2
3

2
2

2
2

2
0

0
5

10
15

20
25

30

作
業
環
境
の
改
善
に
取
り組
ん
だ

工
賃
向
上
を
目
的
とし
た
事
業
所
内
会
議
を
実
施
し
た

作
業
部
門
ご
と
の
売
上
・利
益
の
分
析
、
目
標
設
定
を
…

必
要
経
費
の
安
定
化
及
び
削
減

新
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・商
品
改
良
に
取
り組
ん
だ

工
賃
向
上
へ
の
取
組
（
Ｂ
型
）
n
=
3
3

就
労
移
行

Ａ
型

Ｂ
型

合
計

①
利
用
者
の
成
⾧
促
進

71
%

75
%

73
%

73
%

②
利
用
者
の
確
保

42
％

25
%

61
%

52
%

③
生
産
を
通
じ
た
実
践

14
%

50
%

67
%

56
%

④
賃
金
・工
賃
向
上

14
%

13
%

82
%

60
%

⑤
関
係
機
関
との
連
携

42
％

75
%

30
%

40
%

⑥
職
員
の
質
の
向
上

57
%

38
%

91
%

77
%

⑦
職
員
の
確
保

71
%

75
%

64
%

67
%

⑧
職
員
の
賃
金
等

42
％

63
%

64
%

60
%

⑨
制
度
に
乗
ら
な
い
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

10
0％

63
%

42
%

58
%

事
業
所
が
感
じ
る
課
題
に
つ
い
て
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【重
点
施
策
３
】
適
性
に
応
じ
た
就
労
と
職
場
定
着
へ
の
支
援
（
体
系
3
-1
）


就
労
支
援
事
業
所
の
指
定
（
平
成
30
年
４
月
→
令
和
２
年
４
月
の
事
業
所
数
）

就
労
移
行
支
援
・・
・

就
労
定
着
支
援
・・
・

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・・
・

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・・
・


企
業
等
との
連
携

・
平
成
30
年
7月
、
令
和
元
年
11
月
中
小
企
業
家
同
友
会
との
意
見
交
換
会

・
高
知
市
農
福
連
携
研
究
会
（
令
和
元
年
度
発
足
）
へ
の
参
加
2回

・
県
主
催
の
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミナ
ー
等
へ
の
参
加

９
事
業
所

０
事
業
所

12
事
業
所

39
事
業
所

８
事
業
所

４
事
業
所

14
事
業
所

42
事
業
所

→ → → →
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【重
点
施
策
３
】
適
性
に
応
じ
た
就
労
と
職
場
定
着
へ
の
支
援
（
体
系
3
-1
）

総
括

次
期
計
画
に
向
け
た
課
題

・継
続
的
な
検
討
の
場
を
設
け
、
課
題
整
理
とネ
ット
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い
て
取
組
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

・就
労
支
援
事
業
所
・特
別
支
援
学
校
・中
小
企
業
家
同
友
会
等
との
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
深
化
。

・農
福
連
携
の
推
進
。
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（
１
）
就
学
前
の
支
援
の
充
実

●
特
別
支
援
保
育
の
必
要
性
の
見
直
し
判
定

障
害
者
手
帳
や
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
の
等
級
に
か

か
わ
ら
ず
，
一
人
ひ
とり
に
対
し
特
別
支
援
保
育
の
必
要
性
を

面
接
と調
査
票
に
基
づ
き
，
毎
年
度
見
直
し
判
定
を
実
施
。

【重
点
施
策
４
】保
育
・教
育
に
お
け
る
集
団
生
活
の
な
か
で
の

一
人
ひ
と
り
の
発
達
に
応
じ
た
支
援
の
充
実
（
体
系
４
－
２
）

●
特
別
支
援
担
当
保
育
士
の
配
置

平
成
3
0
年
度
Ａ

令
和
元
年
度
Ｂ
Ｂ
－
Ａ

特
別
支
援
担
当

配
置
児
童
数

1
5
1
人

1
7
4
人

2
3
人

特
別
支
援

保
育
士
数

1
1
6
人

1
3
0
人

1
4
人

平
成
3
0
年
度
Ａ

令
和
元
年
度
Ｂ

Ｂ
－
Ａ

面
接
実
施

児
童
数

27
8 人

25
9 人

△
19
人

●
子
ども
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
，
保
育
所
等
訪
問

保
護
者
や
保
育
所
等
か
ら
の
相
談
を
うけ
，
発
達
に
不
安
の
あ
る
子
ども
の
保
育
所
等
で
の
様
子
を
見
立
て
，
子
ども
へ

の
関
わ
り方
や
環
境
調
整
等
の
助
言
。

平
成
3
0
年
度
Ａ

令
和
元
年
度
Ｂ

Ｂ
－
Ａ

延
人
数

26
2人

25
1人

△
11
人
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●
就
学
相
談

特
別
支
援
担
当
保
育
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
年
⾧
児
及
び
そ
れ
以
外
に
も
保
護
者
が
相
談
を
希
望
す
る
年
⾧
児
を
対
象
。

平
成
30
年
度
Ａ

令
和
元
年
度
Ｂ

Ｂ
－
Ａ

就
学
相
談

26
6 人

24
2 人

△
24
人

●
個
別
移
行
支
援
計
画
や
保
育
要
録
の
活
用

個
別
移
行
支
援
計
画
を
作
成
し
た
年
⾧
児
に
つ
い
て
は
，
就
学
先
の
学
校
と保
護
者
と保
育
所
等
で
の
引
継
ぎ
会

を
実
施
。
個
別
移
行
支
援
計
画
の
作
成
の
な
い
年
⾧
児
に
つ
い
て
も
，
個
別
の
支
援
が
必
要
な
場
合
は
，
書
面
・口

頭
で
の
引
継
ぎ
を
実
施
。

№
項
目

平
成
3
0
年
度
A

令
和
元
年
度
B

B
-A

B
/A

1
0～
5歳
児
童
数

15
,6
27

15
,2
16

△
41
1
97
.3
7%

2
年
⾧
児
（
5歳
）
数

2,
70
9

2,
65
9

△
50

98
.1
5%

3
保
育
所
入
所
児
童
数

8,
78
8

8,
65
7

△
13
1
98
.5
1%

〇
高
知
市
の
統
計
デ
ー
タ
（
参
考
）

‐16‐



総
括

・0
～
5歳
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
，
各
児
童
数
や
相
談
件
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

・特
別
支
援
に
か
か
る
保
育
士
の
配
置
に
つ
い
て
は
，
平
成
30
年
度
よ
り制
度
の
見
直
し
を
行

い
，
特
別
支
援
担
当
に
よ
る
個
人
配
置
で
の
支
援
だ
け
で
な
く，
保
育
所
等
に
特
別
支
援
加

配
保
育
士
を
配
置
す
る
こ
とに
よ
っ
て
，
環
境
づ
くり
や
ク
ラ
ス
担
当
との
連
携
の
も
と，
手
厚
く支

援
が
で
き
る
体
制
づ
くり
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
，
支
援
の
必
要
な
子
ども
へ
適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
，
関
係

機
関
が
連
携
を
取
りな
が
ら
就
学
前
の
支
援
を
行
う
体
制
が
整
って
き
て
い
る
。

・児
童
発
達
支
援
に
お
け
る
質
の
高
い
支
援
の
提
供
に
向
け
て
取
組
を
開
始
す
る
こ
とが
で
き
た
。

次
期
計
画
に
向
け
た
課
題

・保
護
者
，
保
育
所
等
，
学
校
，
児
童
発
達
支
援
等
関
係
機
関
との
連
携
の
強
化

‐17‐



（
２
）
学
校
教
育
の
支
援
の
充
実

●
就
学
へ
の
移
行
支
援
体
制
の
充
実

就
学
相
談
を
実
施
し
た
年
⾧
児
に
つ
い
て
は
，
「個
別
移
行
支
援
計
画
」が
保
育
所
等
に
お
い
て
作
成
し
，
就
学
先
との
引
継
ぎ
を
10
0％
実
施
。

小
学
校
等
か
ら
中
学
校
等
（
義
務
教
育
学
校
後
期
含
む
。
）
へ
，
中
学
校
等
か
ら
高
等
学
校
へ
の
移
行
に
つ
い
て
も
，
「個
別
の
教
育
支
援
計

画
」及
び
「個
別
の
指
導
計
画
」，
支
援
引
継
ぎ
シ
ー
ト
等
で
引
継
ぎ
を
行
う
よ
う
，
定
例
校
⾧
会
等
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
き
，
支
援
の
引
継
ぎ
の
充

実
に
努
め
た
。

●
特
別
支
援
学
級
の
充
実

特
別
支
援
教
育
学
校
コ
ー
デ
ィネ
ー
タ
ー
研
修
会
及
び
担
当
者
会
を
年
間
３
回
実
施
す
る
こ
とと
し
，
校
内
を
通
じ
て
必
要
な
情
報
の
発
信
や
，
障

害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
に
とも
な
う
合
理
的
配
慮
の
実
施
に
つ
い
て
も
発
信
し
た
。

医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
児
童
生
徒
へ
の
看
護
師
配
置
に
つ
い
て
は
，
医
療
的
ケ
ア
対
象
の
児
童
が
小
学
校
へ
入
学
す
る
場
合
，
令
和
元
年
度
か

ら
，
予
算
化
を
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
取
組
を
開
始
し
て
い
る
。

●
通
常
の
学
級
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実

平
成
30
年
度
，
令
和
元
年
度
とも
に
，
特
別
支
援
学
級
だ
け
で
は
な
く通
常
の
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
発
達
障
害
等
の
診
断
判
断
の
あ
る
児
童

生
徒
へ
の
「個
別
の
教
育
支
援
計
画
」及
び
「個
別
の
指
導
計
画
」の
作
成
率
は
約
86
％
で
あ
った
。

ま
た
令
和
元
年
度
か
ら
，
「特
別
支
援
教
育
相
談
充
実
事
業
」が
ス
タ
ー
ト
し
，
87
件
の
教
育
相
談
が
あ
った
。

●
教
員
の
資
質
向
上
（
校
内
支
援
体
制
の
充
実
）

平
成
30
年
度
か
ら
特
別
支
援
学
級
担
任
教
員
へ
の
支
援
と
し
て
，
特
別
支
援
教
育
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
「特
別
支
援
学
級
サ
ポ
ー
ト
事

業
」を
開
始
し
た
。

ま
た
，
初
め
て
特
別
支
援
学
級
担
任
とな
っ
た
教
員
に
対
し
て
は
，
「新
任
特
別
支
援
学
級
担
任
研
修
会
」を
年
度
当
初
に
３
回
実
施
し
て
お
り
，

特
別
支
援
学
級
担
任
とし
て
必
要
な
知
識
や
情
報
を
学
ん
で
い
け
る
よ
う
に
取
り組
ん
で
い
る
。
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総
括

・就
学
相
談
を
実
施
し
た
年
⾧
児
の
小
学
校
等
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
「個
別
移
行
支
援
計
画
」を
10
0％
作
成
し
て
お

り，
引
継
ぎ
会
に
つ
い
て
も
，
保
育
所
等
と小
学
校
等
との
間
で
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

・小
学
校
等
か
ら
中
学
校
等
へ
の
引
継
ぎ
等
の
支
援
体
制
も
確
立
で
き
て
い
る
。

・課
題
で
あ
った
中
学
校
等
か
ら
高
等
学
校
へ
の
引
継
ぎ
に
つ
い
て
も
，
「個
別
の
教
育
支
援
計
画
」及
び
「個
別
の
指

導
計
画
」，
支
援
引
継
ぎ
シ
ー
ト
等
で
引
継
ぎ
の
意
義
や
必
要
性
を
啓
発
し
て
い
くこ
とで
，
そ
の
数
は
増
加
し
て
き
て
い

る
。
・「
特
別
支
援
教
育
相
談
充
実
事
業
」に
つ
い
て
は
，
知
能
検
査
等
の
結
果
を
保
護
者
や
学
校
と
共
有
し
，
児
童
生
徒

の
困
り感
や
支
援
方
法
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
とが
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
通
級
指
導
教
室
へ
の
相
談
や
特
別
支
援
学
級
へ
の

入
級
に
つ
な
が
る
な
ど，
丁
寧
な
対
応
を
行
う
こ
とが
で
き
た
。

次
期
計
画
に
向
け
た
課
題

・「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」及
び
「個
別
の
指
導
計
画
」の
作
成
率
の
向
上

・中
学
校
等
か
ら
高
等
学
校
へ
の
支
援
の
引
継
ぎ

・関
係
機
関
との
連
携
の
強
化
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（
３
）
放
課
後
・⾧
期
休
暇
へ
の
支
援
内
容
の
充
実

●
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
て
の
取
組

令
和
元
年
度
に
事
業
所
の
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
と
の
連
絡
会
を
開
始
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
の
資
質
向
上

児
童
ク
ラ
ブ
の
特
別
支
援
担
当
者
に
向
け
て
は
，
研
修
会
を
年
間
３
回
実
施
。
必
要
に
応
じ
て
子
ども
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
と連
携
し
，
ク
ラ
ブ
内
の
環
境
調
整
を
図
った
。

総
括
・令
和
元
年
度
に
資
質
向
上
に
向
け
た
検
討
の
場
とし
て
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
との
連
絡
会
を
開
始
し
た

が
，
具
体
的
な
取
組
を
す
る
ま
で
に
は
至
って
い
な
い
。

・研
修
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ップ
や
現
場
に
応
じ
た
環
境
調
整
な
ど，
支
援
の
質
の
向
上
に
努
め
る
こ
とが
で
き
て
い
る
。

次
期
計
画
に
向
け
た
課
題

・児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
との
連
絡
会
を
中
心
に
，
そ
の
他
関
係
機
関
を
巻
き
込
ん
だ
資
質
向
上
及
び
ネ
ット

ワ
ー
ク
の
構
築
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（
４
）
卒
業
後
に
向
け
た
支
援
の
強
化

・令
和
元
年
度
よ
り相
談
支
援
事
業
所
・特
別
支
援
学
校
を
交
え
た
卒
業
後
に
向
け
た
連
携
に
向
け
て
の
検
討
会

を
開
催
。

・特
別
支
援
学
校
の
個
別
支
援
会
議
・進
路
相
談
会
へ
の
参
加
。

・高
等
部
２
年
生
時
で
の
就
労
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
（
就
労
継
続
支
援
B
型
利
用
）
。

総
括

・特
別
支
援
学
校
との
連
携
は
概
ね
整
って
き
て
い
る
。

次
期
計
画
に
向
け
た
課
題

・相
談
支
援
事
業
所
や
就
労
支
援
事
業
所
等
の
関
係
機
関
との
連
携
の
強
化
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２ 第６期障害福祉計画・ 

第２期障害児福祉計画に係る 

基本指針について 
（令和２年５月 19 日付け厚生労働省告示より抜粋） 
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１
障
害
福
祉
計
画
・障
害
児
福
祉
計
画
と
は

●
障

害
福

祉
計

画
は

，
障

害
者

総
合

支
援

法
に

基
づ

く
計

画
で

，
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
及

び
相

談
支

援
並

び
に

地
域

生
活

支
援

事
業

の
提

供
体

制
を

整
備

し
，

そ
の

円
滑

な
実

施
を

確
保

す
る

た
め

の
計

画
で

す
。

●
障

害
児

福
祉

計
画

に
つ

い
て

は
，

児
童

福
祉

法
に

基
づ

く
も

の
で

す
が

，
考

え
方

は
障

害
福

祉
計

画
と

同
様

に
，

障
害

児
通

所
支

援
及

び
相

談
支

援
の

提
供

体
制

を
整

備
し

，
そ

の
円

滑
な

実
施

を
確

保
す

る
た

め
の

計
画

で
す

。

●
こ

の
計

画
は

，
国

が
示

す
基

本
指

針
に

則
し

て
策

定
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

ま
す

。

●
計

画
期

間
は

そ
れ

ぞ
れ

３
年

間
。

障
害

福
祉

計
画

は
平

成
1

8
年

度
か

ら
，

障
害

児
福

祉
計

画
は

平
成

3
0

年
度

か
ら

作
成

が
義

務
付

け
ら

れ
ま

し
た

。

※
障

害
者

計
画

障
害

者
基

本
法

に
位

置
付

け
ら

れ
た

「
障

害
者

計
画

」
は

，
福

祉
を

含
む

幅
広

い

分
野

の
障

害
者

施
策

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
や

方
向

性
を

定
め

る
計

画
で

す
。

1
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（
１

）
基

本
指

針
の

見
直

し
の

主
な

ポ
イ

ン
ト

①
地

域
に

お
け

る
生

活
の

維
持

及
び

継
続

の
推

進

②
精

神
障

害
に

も
対

応
し

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

③
福

祉
施

設
か

ら
一

般
就

労
へ

の
移

行
等

④
「

地
域

共
生

社
会

」
の

実
現

に
向

け
た

取
組

⑤
発

達
障

害
者

等
支

援
の

一
層

の
充

実

⑥
障

害
児

通
所

支
援

等
の

地
域

支
援

体
制

の
整

備

⑦
相

談
支

援
体

制
の

充
実

・
強

化
等

⑧
障

害
者

の
社

会
参

加
を

支
え

る
取

組

⑨
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

の
質

の
向

上

⑩
福

祉
人

材
の

確
保

2

２
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
・第
２
期
障
害
児
福
祉
計
画
の
概
要

詳
細
次
ペ
ー
ジ
以
降
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入
所
等
か
ら
地
域
生
活
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
に
よ
り常
時
の
支
援
体
制
を
確
保
す
る
こ
と等
に
よ
り、

地
域
生
活
を
希
望
す
る
者
が
地
域
で
の
暮
ら
し
を
継
続
す
る
こ
とが
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
確
保
す
る
こ
と。

●
「

一
般

就
労

へ
の

移
行

」
に

お
け

る
就

労
移

行
支

援
事

業
の

取
組

を
更

に
進

め
る

と
と

も
に

、
就

労
継

続
支

援
の

取
組

も
評

価
し

て
い

く
た

め
、

第
５

期
の

成
果

目
標

を
整

理
・

統
合

す
る

中
で

、
移

行
者

数
の

目
標

値
に

お
い

て
、

就
労

移
行

支
援

の
目

標
を

明
確

化
す

る
と

と
も

に
、

就
労

継
続

支
援

Ａ
型

及
び

Ｂ
型

に
つ

い
て

も
事

業
目

的
を

踏
ま

え
た

上
で

成
果

目
標

を
追

加
す

る
。

●
定

着
支

援
の

更
な

る
サ

ー
ビ

ス
利

用
を

促
す

た
め

、
利

用
者

数
を

成
果

目
標

と
し

て
追

加
す

る
と

と
も

に
、

定
着

率
の

数
値

目
標

に
つ

い
て

は
、

平
成

3
0

 年
度

報
酬

改
定

の
内

容
（

就
労

定
着

率
（

過
去

３
年

間
の

就
労

定
着

支
援

の
総

利
用

者
数

の
う

ち
前

年
度

末
時

点
の

就
労

定
着

者
数

）
に

応
じ

た
基

本
報

酬
）

に
合

わ
せ

て
設

定
す

る
こ

と
と

す
る

。
●

こ
の

ほ
か

、
以

下
の

取
組

を
進

め
る

こ
と

が
望

ま
し

い
こ

と
を

基
本

指
針

に
記

載
す

る
。

・
農

福
連

携
の

推
進

に
向

け
た

理
解

促
進

及
び

就
労

継
続

支
援

事
業

所
等

へ
の

支
援

・
大

学
在

学
中

の
学

生
の

就
労

移
行

支
援

の
利

用
促

進
・

高
齢

障
害

者
に

対
す

る
就

労
継

続
支

援
Ｂ

型
等

に
よ

る
適

切
な

支
援

及
び

高
齢

障
害

者
の

ニ
ー

ズ
に

沿
っ

た
サ

ー
ビ

ス
や

支
援

に
つ

な
げ

る
体

制
構

築

精
神

障
害

に
も

対
応

し
た

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

一
層

推
進

す
る

た
め

、
包

括
的

か
つ

継
続

的
な

地
域

生
活

支
援

体
制

整
備

を
今

後
も

計
画

的
に

推
進

す
る

観
点

か
ら

、
精

神
障

害
者

の
精

神
病

床
か

ら
退

院
後

の
地

域
に

お
け

る
定

着
に

関
す

る
成

果
目

標
を

追
加

す
る

。
（

※
市

町
村

に
も

適
用

さ
れ

る
か

は
未

定
。

）

3

①
地

域
に

お
け

る
生

活
の

維
持

及
び

継
続

の
推

進

②
精

神
障

害
に

も
対

応
し

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

③
福

祉
施

設
か

ら
一

般
就

労
へ

の
移

行
等

２
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
・第
２
期
障
害
児
福
祉
計
画
の
概
要
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●
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
、

地
域

支
援

機
能

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

地
域

社
会

へ
の

参
加

や
包

容
（

イ
ン

ク
ル

ー
ジ

ョ
ン

）
を

推
進

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

こ
と

。
●

障
害

児
入

所
施

設
に

関
し

て
、

ケ
ア

単
位

の
小

規
模

化
の

推
進

及
び

地
域

に
開

か
れ

た
も

の
と

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

旨
を

記
載

す
る

と
と

も
に

、
入

所
児

童
の

1
8

 歳
以

降
の

支
援

の
在

り
方

に
つ

い
て

必
要

な
協

議
が

行
わ

れ
る

体
制

整
備

を
図

る
こ

と
。

●
保

育
、

保
健

医
療

、
教

育
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
に

関
し

て
、

・
障

害
児

通
所

支
援

の
実

施
に

当
た

っ
て

、
学

校
の

空
き

教
室

の
活

用
等

の
実

施
形

態
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
。

・
難

聴
児

支
援

に
当

た
っ

て
、

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

や
特

別
支

援
学

校
（

聴
覚

障
害

）
等

を
活

用
し

た
難

聴
児

支
援

の
た

め
の

中
核

的
機

能
を

有
す

る
体

制
確

保
等

が
必

要
で

あ
る

こ
と

。
●

特
別

な
支

援
が

必
要

な
障

害
児

に
対

す
る

支
援

体
制

の
整

備
に

関
し

て
、

・
重

症
心

身
障

害
児

や
医

療
的

ケ
ア

児
の

支
援

に
当

た
っ

て
そ

の
人

数
や

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

必
要

が
あ

り
、

そ
の

際
、

管
内

の
支

援
体

制
の

現
状

を
把

握
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

。
・

重
症

心
身

障
害

児
や

医
療

的
ケ

ア
児

が
利

用
す

る
短

期
入

所
の

実
施

体
制

の
確

保
に

つ
い

て
、

家
庭

的
環

境
等

を
十

分
に

踏
ま

え
た

支
援

や
家

族
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

が
必

要
で

あ
る

旨
及

び
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

を
踏

ま
え

協
議

会
等

を
活

用
し

て
役

割
等

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

。

発
達

障
害

者
等

に
対

す
る

支
援

に
関

し
て

、
ペ

ア
レ

ン
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

ペ
ア

レ
ン

ト
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
等

の
支

援
体

制
を

確
保

す
る

こ
と

及
び

発
達

障
害

の
診

断
等

を
専

門
的

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
医

療
機

関
等

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
。

4

引
き

続
き

地
域

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

、
地

域
住

民
が

主
体

的
に

地
域

づ
く

り
に

取
り

組
む

た
め

の
仕

組
み

作
り

や
制

度
の

縦
割

り
を

超
え

た
柔

軟
な

サ
ー

ビ
ス

の
確

保
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
地

域
の

実
態

等
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
包

括
的

な
支

援
体

制
の

構
築

に
取

組
む

こ
と

。

④
「

地
域

共
生

社
会

」
の

実
現

に
向

け
た

取
組

⑤
発

達
障

害
者

等
支

援
の

一
層

の
充

実

⑥
障

害
児

通
所

支
援

等
の

地
域

支
援

体
制

の
整

備

２
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
・第
２
期
障
害
児
福
祉
計
画
の
概
要
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近
年

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

が
多

様
化

す
る

と
と

も
に

、
多

く
の

事
業

者
が

参
入

し
て

い
る

中
、

改
め

て
障

害
者

総
合

支
援

法
の

基
本

理
念

を
念

頭
に

、
そ

の
目

的
を

果
た

す
た

め
に

は
、

利
用

者
が

真
に

必
要

と
す

る
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

の
提

供
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

の
質

の
向

上
さ

せ
る

た
め

の
体

制
を

構
築

す
る

こ
と

を
成

果
目

標
に

追
加

す
る

。

●
障

害
者

の
芸

術
文

化
活

動
支

援
に

よ
る

社
会

参
加

等
の

促
進

に
関

し
て

、
都

道
府

県
に

よ
る

障
害

者
の

文
化

芸
術

活
動

を
支

援
す

る
セ

ン
タ

ー
の

設
置

及
び

広
域

的
な

支
援

を
行

う
セ

ン
タ

ー
の

設
置

を
推

進
す

る
こ

と
。

●
読

書
を

通
じ

て
文

字
・

活
字

文
化

の
恵

沢
を

享
受

す
る

こ
と

が
で

き
る

社
会

の
実

現
の

た
め

、
視

覚
障

害
者

等
の

読
書

環
境

の
整

備
の

推
進

に
関

す
る

法
律

（
令

和
元

年
法

律
第

四
十

九
号

）
を

踏
ま

え
、

視
覚

障
害

者
等

の
読

書
環

境
の

整
備

を
計

画
的

に
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

。

5

相
談

支
援

体
制

に
関

し
て

、
各

地
域

に
お

い
て

検
証

・
評

価
を

行
い

、
各

種
機

能
の

更
な

る
強

化
・

充
実

に
向

け
た

検
討

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
こ

と
。

⑦
相

談
支

援
体

制
の

充
実

・
強

化
等

⑧
障

害
者

の
社

会
参

加
を

支
え

る
取

組

⑨
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

の
質

の
向

上

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
の

提
供

を
担

う
人

材
を

確
保

す
る

た
め

、
研

修
の

実
施

、
多

職
種

間
の

連
携

の
推

進
、

障
害

福
祉

の
現

場
が

働
き

が
い

の
あ

る
魅

力
的

な
職

場
で

あ
る

こ
と

の
積

極
的

な
周

知
・

広
報

等
に

、
関

係
者

が
協

力
し

て
取

組
む

こ
と

が
重

要
で

あ
る

こ
と

。

⑩
福

祉
人

材
の

確
保

２
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
・第
２
期
障
害
児
福
祉
計
画
の
概
要

‐27‐



○
令

和
元

年
度

末
時

点
の

施
設

入
所

者
数

の
６

％
以

上
が

地
域

生
活

へ
移

行
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

○
令

和
元

年
度

末
時

点
の

施
設

入
所

者
数

の
1

.6
％

以
上

削
減

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。

○
平

成
2

8
年

度
末

時
点

の
施

設
入

所
者

数
の

９
％

以
上

が
令

和
２

年
度

末
ま

で
に

地
域

生
活

に
移

行
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

○
平

成
2

8
年

度
末

時
点

の
施

設
入

所
者

数
を

令
和

２
年

度
末

ま
で

に
２

％
以

上
削

減
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

（
２

）
成

果
目

標
の

見
直

し
の

概
要

6

２
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
・第
２
期
障
害
児
福
祉
計
画
の
概
要

①
施

設
入

所
者

の
地

域
生

活
へ

の
移

行

現
状

変
更
案

‐28‐



○
精

神
障

害
者

の
精

神
病

床
か

ら
退

院
後

１
年

以
内

の
地

域
に

お
け

る
平

均
生

活
日

数
の

上
昇

：
3

1
6

日
以

上
と

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。
（

新
規

）
○

精
神

病
床

に
お

け
る

１
年

以
上

長
期

入
院

患
者

数
（

6
5

歳
以

上
、

6
5

歳
未

満
）

を
設

定
す

る
。

令
和

5
年

度
末

の
全

国
の

目
標

値
は

平
成

3
0

年
度

と
比

べ
て

6
.6

～
4

.9
万

人
減

少
に

な
る

。
○

精
神

病
床

に
お

け
る

退
院

率
の

上
昇

：
3

か
月

時
点

6
9

％
以

上
、

6
か

月
時

点
8

6
％

以
上

、
1

2
か

月
時

点
9

2
％

以
上

と
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

（
※

そ
れ

ぞ
れ

市
町

村
目

標
と

し
て

設
定

さ
れ

る
か

は
未

定
。

）

○
令

和
２

年
度

末
ま

で
に

全
て

の
市

町
村

ご
と

に
保

健
・

医
療

・
福

祉
関

係
者

に
よ

る
協

議
の

場
を

設
置

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。
○

精
神

病
床

に
お

け
る

１
年

以
上

長
期

入
院

患
者

数
（

県
目

標
）

１
年

以
上

の
長

期
入

院
患

者
H

2
8

.6
月

末
1

,8
2

0
人

→
令

和
２

年
度

末
1

,7
5

7
人

（
高

知
県

目
標

）

○
精

神
病

床
に

お
け

る
早

期
退

院
率

（
県

目
標

）
：

3
か

月
時

点
6

9
％

以
上

、
6

か
月

時
点

8
4

％
以

上
、

1
2

か
月

時
点

9
0

％
以

上
と

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。

7

２
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
・第
２
期
障
害
児
福
祉
計
画
の
概
要

②
精

神
障

害
に

も
対

応
し

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

現
状

変
更
案

‐29‐



○
令

和
５

年
度

末
ま

で
の

間
、

各
市

町
村

又
は

各
圏

域
に

１
つ

以
上

の
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

を
確

保
し

つ
つ

、
そ

の
機

能
の

充
実

の
た

め
、

年
１

回
以

上
運

用
状

況
を

検
証

、
検

討
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

○
令

和
２

年
度

末
ま

で
に

各
市

町
村

又
は

各
圏

域
に

少
な

く
と

も
１

つ
を

整
備

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。

8

２
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
・第
２
期
障
害
児
福
祉
計
画
の
概
要

③
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

が
有

す
る

機
能

の
充

実

現
状

変
更
案

‐30‐



○
令

和
５

年
度

中
に

就
労

移
行

支
援

等
を

通
じ

た
一

般
就

労
へ

の
移

行
者

数
を

令
和

元
年

度
実

績
の

1
.2

7
 倍

以
上

と
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

併
せ

て
、

就
労

移
行

支
援

、
就

労
継

続
支

援
Ａ

型
及

び
Ｂ

型
の

そ
れ

ぞ
れ

に
係

る
移

行
者

数
の

目
標

値
を

定
め

る
こ

と
と

す
る

。
（

後
半

部
分

は
新

規
）

○
令

和
５

年
度

中
に

就
労

移
行

支
援

の
利

用
者

が
令

和
元

年
度

実
績

の
1

.3
0

倍
以

上
と

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。
○

就
労

継
続

支
援

Ａ
型

及
び

Ｂ
型

の
利

用
者

数
に

つ
い

て
そ

れ
ぞ

れ
、

令
和

５
年

度
中

に
令

和
元

年
度

実
績

の
概

ね
1

.2
6

倍
以

上
、

1
.2

3
倍

以
上

を
目

指
す

こ
と

と
す

る
。

（
新

規
）

○
就

労
定

着
支

援
の

利
用

者
数

に
つ

い
て

は
、

令
和

５
年

度
に

お
け

る
就

労
移

行
支

援
事

業
等

を
通

じ
た

一
般

就
労

へ
の

移
行

者
数

の
う

ち
７

割
が

就
労

定
着

支
援

事
業

を
利

用
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

ま
た

、
就

労
定

着
支

援
の

就
労

定
着

率
に

つ
い

て
は

、
就

労
定

着
支

援
事

業
所

の
う

ち
、

就
労

定
着

率
が

８
割

以
上

の
事

業
所

を
全

体
の

７
割

以
上

と
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

（
新

規
）

○
令

和
２

年
度

中
に

平
成

2
8

年
度

実
績

の
1

.5
倍

以
上

が
福

祉
施

設
か

ら
一

般
就

労
へ

移
行

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。
○

令
和

２
年

度
末

に
お

け
る

就
労

移
行

支
援

の
利

用
者

数
が

平
成

2
8

年
度

末
の

利
用

者
数

か
ら

２
割

以
上

増
加

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
○

令
和

２
年

度
末

に
お

い
て

、
就

労
移

行
支

援
の

利
用

者
の

う
ち

就
労

移
行

率
が

３
割

以
上

の
事

業
所

を
全

体
の

５
割

以
上

と
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

○
就

労
定

着
支

援
に

よ
る

支
援

開
始

１
年

後
の

職
場

定
着

率
を

８
割

以
上

と
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

9

２
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
・第
２
期
障
害
児
福
祉
計
画
の
概
要

④
福

祉
施

設
か

ら
一

般
就

労
へ

の
移

行

現
状

変
更
案

‐31‐



○
令

和
５

年
度

末
ま

で
に

、
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
を

各
市

町
村

又
は

各
圏

域
に

少
な

く
と

も
１

か
所

以
上

設
置

す
る

こ
と

。
○

令
和

５
年

度
末

ま
で

に
、

す
べ

て
の

市
町

村
に

お
い

て
、

保
育

所
等

訪
問

支
援

を
利

用
で

き
る

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
。

○
聴

覚
障

害
児

を
含

む
難

聴
児

が
適

切
な

支
援

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
、

令
和

５
年

度
末

ま
で

に
、

各
都

道
府

県
に

お
い

て
、

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

、
特

別
支

援
学

校
（

聴
覚

障
害

）
等

の
連

携
強

化
を

図
る

な
ど

、
難

聴
児

支
援

の
た

め
の

中
核

的
機

能
を

有
す

る
体

制
を

確
保

す
る

こ
と

。
（

新
規

但
し

県
目

標
）

○
令

和
５

年
度

末
ま

で
に

、
主

に
重

症
心

身
障

害
児

を
支

援
す

る
児

童
発

達
支

援
事

業
所

及
び

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
を

各
市

町
村

又
は

各
圏

域
に

少
な

く
と

も
１

か
所

以
上

確
保

す
る

こ
と

。
○

医
療

的
ケ

ア
児

が
適

切
な

支
援

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
、

令
和

５
年

度
末

ま
で

に
、

各
都

道
府

県
、

各
圏

域
及

び
各

市
町

村
に

お
い

て
、

保
健

、
医

療
、

障
害

福
祉

、
保

育
、

教
育

等
の

関
係

機
関

が
連

携
を

図
る

た
め

の
協

議
の

場
を

設
け

る
と

と
も

に
、

医
療

的
ケ

ア
児

等
に

関
す

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

す
る

こ
と

。
（

下
線

部
新

規
）

・
令

和
２

年
度

末
ま

で
に

、
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
を

各
市

町
村

に
少

な
く

と
も

１
か

所
以

上
設

置
す

る
こ

と
。

・
令

和
２

年
度

末
ま

で
に

、
す

べ
て

の
市

町
村

に
お

い
て

、
保

育
所

等
訪

問
支

援
を

利
用

で
き

る
体

制
を

構
築

す
る

こ
と

。
・

令
和

２
年

度
末

ま
で

に
、

主
に

重
症

心
身

障
害

児
を

支
援

す
る

児
童

発
達

支
援

事
業

所
及

び
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

を
各

市
町

村
に

少
な

く
と

も
１

か
所

以
上

確
保

す
る

こ
と

。
・

医
療

的
ケ

ア
児

が
適

切
な

支
援

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
、

令
和

元
年

度
末

ま
で

に
、

各
都

道
府

県
、

各
圏

域
及

び
各

市
町

村
に

お
い

て
、

保
健

、
医

療
、

障
害

福
祉

、
保

育
、

教
育

等
の

関
係

機
関

が
連

携
を

図
る

た
め

の
協

議
の

場
を

設
け

る
こ

と
。

1
0

２
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
・第
２
期
障
害
児
福
祉
計
画
の
概
要

⑤
障

害
児

支
援

の
提

供
体

制
の

整
備

現
状

変
更
案

‐32‐



○
令

和
５

年
度

ま
で

に
、

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
の

質
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

取
組

に
関

す
る

事
項

を
実

施
す

る
体

制
を

構
築

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。

○
令

和
５

年
度

末
ま

で
に

、
各

市
町

村
又

は
各

圏
域

に
お

い
て

、
総

合
的

・
専

門
的

な
相

談
支

援
の

実
施

及
び

地
域

の
相

談
支

援
体

制
の

強
化

を
実

施
す

る
体

制
を

確
保

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。

1
1

２
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
・第
２
期
障
害
児
福
祉
計
画
の
概
要

⑥
相

談
支

援
体

制
の

充
実

・
強

化
等

（
新

規
）

⑦
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

の
質

の
向

上
（

新
規

）
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（
３

）
活

動
指

標

以
下

の
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
，

現
に

利
用

し
て

い
る

者
の

数
や

ニ
ー

ズ
等

を
踏

ま
え

，
利

用
者

数
，

利
用

時
間

数
，

利
用

日
数

等
の

見
込

み
量

を
設

定

①
相

談
支

援

計
画

相
談

支
援

，
地

域
移

行
支

援
，

地
域

定
着

支
援

②
障

害
児

通
所

支
援

児
童

発
達

支
援

，
医

療
型

児
童

発
達

支
援

，
居

宅
訪

問
型

児
童

発
達

支
援

，

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

，
保

育
所

等
訪

問
支

援

③
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス

各
訪

問
系

サ
ー

ビ
ス

，
日

中
活

動
系

サ
ー

ビ
ス

，
居

住
系

サ
ー

ビ
ス

④
地

域
生

活
支

援
事

業

移
動

支
援

事
業

，
日

中
一

時
支

援
事

業
，

訪
問

入
浴

等
1
2

２
第
６
期
障
害
福
祉
計
画
・第
２
期
障
害
児
福
祉
計
画
の
概
要
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